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＜通所利用外来患者様情報＞

・　古舘　ヨリ様～血圧142/88mmHg。体重67.0kg。体重測定時は「太ったかも…」と言われている。

　　　　　　　　正月に餅は少し食べたとの事。1月16日採血・採尿予定。

· 赤坂　順市様～採血・採尿施行。尿糖(＋)　12月5日は尿糖(4＋)であった。

　　　　　　　　　正月、餅は食べたが、カロリ－の少ないものも食べていたと話している。

　　　　　　　　　血糖については、次回受診時に説明する。

· 松永　勘五郎様～正月に餅は食べましたか?餡子餅は食べましたか?正月料理は食べましたか?

                   今日は弁当を買う日ですか?などの医師の質問には全て「はい」と返答されてい

る。表情は良く、入室時・退室時はきちんと挨拶をされている。

＜外来患者様情報＞

・村田　タカ様～87歳。不安障害。息子様のみ受診。12月26日受診の際、入院治療の希望が聞かれて

いたが、服薬調整をし状態改善が見られない場合は電話を頂く事としていた。
服薬調整した事により、眠れていないとは言うが、少し落ち着いたとの事。
入院治療については、2週間様子を見て（処方日数が二週間の為）、再度相談したいとの事で、一度入院予約はキャンセルとなる。
・中村　るみ子様～36歳。統合失調症。母様同伴。ここ2日位、動作緩慢さや、洗面所にご飯を持って行

ったり、下着を4枚履く等の奇異な行動が見られていた。1月8日の夜10時頃、大きな鼾をかいて眠っていたので声を掛けたが反応が全く無い為、十和田市立市民病院に救急搬送し、MRIの検査を行ったが異常はないと言われ、当院を受診するよう勧められた為、受診したとの事。今までと症状が違うので、入院治療を本人様・母様とも希望されるが、現在、満床である為、朝食後薬の抗精神病薬(ロドピン2錠・セロクエル2錠)を除剤して服用する事を説明。状態が改善されない場合は、ベッドコントロ－ルがつき次第、連絡する事も説明している。その後電話があり、1月11日再受診したいとの事で予約を承る。

・浅水　洋様～34歳。うつ状態。母様のみ受診。元旦に一度暴れる事があったが、現在は落ち着いているとの事。1月8日本人様から「転院したい」との電話があった事を伝えると、母は知らなかった様子。「でも、先生には感謝していると言っていました」と話している。転院先が決まったら情報提供書は作成する事を伝えている。

・豊川　有希(ゆうき)様～新患。16歳。神経症。母様同伴。平成21年4月八戸西高校に入学。中学時代の友人らと離れ離れになったせいもあるのか、高校の環境に馴染めず、イライラ感、抑うつ気分が見られるようになり、10月頃より夢を見ることが多く、熟睡感のなさを感じるようになる。
現在冬休みであり、中学時代の友人と交友する機会があり、更に、高校に通学する意欲が減退。冬期講習も最近では休みがちとなり、イライラした時は母に対しても攻撃的な口調となる事があり、母も対応に困り、イライラを除きたい為、精神科医に相談したいと希望され受診。不安時に服用する事・薬は母が管理する事を説明し、抗不安薬を処方。
















